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ALPriamsp 日 Y ESIEHIIED つ 


と れ か ら の 人 の た め に 、 こ れ か ら の 地球 の た め に 、 
な に より も 大 切 に し た いも の が あり ます 。 
乗る 人 すべ て を 、 ゆ っ た り と 毅 沢 に 包み 込む 


MINTVAN ELAGSHTP と し て の 資質 は その まま に 、 
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23 Joh ルウ ァ ー ド 72CG BONieet が アカ 2 は ラ トリ ー プ イカ 23 リタ 2 (GT コー タカ トメ pchb こ ル 、 う が 


Fhooir ル フード FN イプ 92 ー の ホワ イト パー ルカ リス タル ジャ イン <070 、 デ ュ アル バ パワー スラ イド トド は えー カー オプ ショ ン 。 ア ルフ ァ ー ド Z イ ジリ ッ ド ワイ ブサ ウ ンド シ ステム 


| 昔 電 ガ イダ ジス 神内 付 カテ っ の サイ ドモ で ピカード 朝 吉 寄 肌 タ リア ラン スウ で 
5 レン キー タリ ン イ シス テバ マイ ク S マ イク アン プ 、 ン ザ ナナ ( ダ イ バ ン ティ TV 全 ) は セッ ト セ メー カニ オプ : 
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TECHNOLOGY OF IfYRRID 


この 地球 の 未来 を いつ くし む テ クノ ロジ ー を 求め て 。 


限り ある 資源 を 有効 に 活用 し な が ら 、 自 然 環境 と の 理想 的 な 共生 を 目指 す 。 

アル ファ ー ド ハイ ブリ ッ ド は これ か ら も 走り 続け る た め に 、 

革新 的 な 性 能 と 可能 性 を も た ら す 高度 な テク ノロ ジー を 手 に 入れ まし た 。 

ガ ソ リ シ エン ジン と モー ター を 組み 合わ せる こと で 、 

部 低 燃費 ・ 超 低 排出 ガス を 実現 し た トヨ タ ハ イブ リッド シス テム 。 さら に は 、 

-Four (電気 式 4VD シ ステ ム ) や ECE*1 (電子 制御 プレ ー キ シス テム ) と の 相乗 効果 に より 、 


ゆとり の ある 走り を 提供 し な が ら 、 優 れ た 環境 性 能 を 存 分 に 発 押し ます 。 


1.ECBElectronicaly ConrlleG Brake Syste 


2 信和 は 証 め られ た 試論 件 で の 価 で す 。 お 補 の 人 用 環 ( 所 旬 、 涯 ) や 軍法 ( 導 入 、 エ コン 信用 守 ) に 応じ て 氏 肖 は 異な り ま す 。 


6. 平成 17 年 ガス 75 和 低 渡 レ ベル 。 
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HYBRID SYSTEM 


④ THS-C+ 用 BEAMS15 2AZ-FXE VVT-i*6 エ ン 

燃費 向上 に 寄与 する 高 肢 張 此 サ イク ル の 採用 と 各部 の 低 フリ クシ ョ ン 化 を 条 い 、 
「 低 排出 ガス 専 *3」 の 穫 定 を 国土 交通 省 よ り 取得 し て いま す 。 さら に は VVT-i な ど に 
より 、 実 用 城 の 走り を 重 梓 し つつ 全域 で の 高 トレ ク を 実現 。 伸び の ある 加速 感 や 、 高 
速 走行 で の 信 頭 感 と いっ た 走り ] と いう タル マ 本 来 の 疲 力 を 味わう た め の 資質 も 十 
分 に 備え で いま す 。 


4.THS-CiToyola Hybrid System.VT 
*5.BEAM5 (ビー ム ス ) :Bremkihrgudh Englna wlth Advanced MMeehaniem Systom 

(会 に の 環 和 を 還っ た 同人 和 恒 クラ ス 世 界 トド = プレ ベル ウエ ンジ ン ) 
+5.VVTHiiVarlatle Valve Timingrintelligert 


②THS-C 用 フロ ント ユニ ッ ト 

モー ター と Super CVT*7( 無 自 要 加 機 ) か ら な る フロ ント ユニ ッ ト 。 Super CVT は 定 行 
条件 に 合わ せ で 変速 を 自由 に 制御 し 、 低 燃 列 か つ ス ムー ズ な 走行 を 可能 に し ます 。 
また 、 ユ ニッ ト の 効率 を 向上 きせ る 滑 圧 制御 を 採用 し 燃費 向上 に 責 献 し て いま す 。 モ 
ー タ ー は 高 効 率 の 交流 同期 電動 機 を 採用 。 動 力 源 は も と より 、 発 電機 と し て 電気 エネ 
ルギー を パッ テリ ー に 蓄え る 役 因 も 上 果 た し ます 。 


*7.CVT:continuously Variable Transmlseon 


④ E-Four 用 リヤ ユニ ッ ト 

束 機 と モー ター が 一 体 を な っ た り ヤ ユニ ッ ト 。4 義 動 と し て の 機能 の ほか に 、 プ レー 
キン グ 時 に 多 生 する 割 動 エネ ルギー を 電力 に 変換 し 、 パ ッ テ リー に 甘え る 回 生 機能 も 
昌 た し ます 。 フ ロン トモ ー タ ー と 合わ せ て 充電 する た め 、 高 い 回 生 効率 を 実現 し て いま す 。 


⑯ Ni-MH* (ニッケ ル 水 案 ) バッ テリ ー 

者 開 式 の 商 出 力 ニッ ケル 水素 パッ チリ ー。 坪 行 中 に 、 多 電機 や モー ター に まる 充 放 電 誠 御 
が 行なわ れる た め 、 充 電 状 態 を 一 定 に 保ち ます 。 ま た 、 パ パッ テリ ー は 室内 スペ ー ス 効率 を 活 
カ す ため に フロ ント シー ト 下 に 配置 し まし た 。 

*6NLMHHINoel Welal Hydrde 

EHPS*9 (電動 油圧 バ ワ ー ス テア リン グ ) 

オイ ルポ プ を モー ター で 民 動 する こと で 係 れ た 控 フィ ー リ ング と 素肌 性 を 実現 。 同 
叶 に 、 証 人 車 詩 は モー ター の 回転 数 を 下げ る 制御 を 採用 する な ど 、 次 夏 向 上 に も 
頁 南 し て いま す 。 


9.EHPSiElectrome Hydraulie Power Steern 
⑥ 2Way コ ンプ レッ サ 

エン ジン 表 転 時 は 従来 通り ベル ト で エア コン を 駆動 し 、 エ ンジ ン 停止 時 は モー ター で 
エア コン を 駆動 する 2Way コ ンプ レッ サ を 拓 用 。 快 適性 を 確保 し な が ら 、 燃 費 向 上 に も 
真 献 し て いま す 。 


gr9 


CHNOLO 


HYBRID SYSTEM 


へ LPAR ロ 


HYBRID 


TOYOTA HYBRID 
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①⑪ THS-C 用 BEAMS 2AZ-FXE VVT- エ ンジ ン 


@ THS-C 用 フロ ント ユニ ッ ト 
⑧E-Four 用 リヤ ユニ ッ ト 

⑨ Ni-MH( ニ ッ ケ ル : 
⑧EHPS( 電 動 油圧 パワ ー ス テア リン グ ) 
⑥⑧ 2Way コ ンプ レッ サ 

⑦ パワ ー コ ント ロー ル ユ ニッ ト 


E-FOUT 晶 気 式 4WD シ ステ ム 


マイ 信 メ タリ ッ タ <6Tl 


E-Four は 、 従 輪 を リヤ モー ター で 駆動 する 電気 式 4WD シ ステ ム で す 。 例 えば 
雪 道 な どの 滑り や すい 路 画 で 前 輪 の スリ ッ プ を 感知 する と 、 フ ロン トモ ー タ ー ボ が 
発電 機 と な っ て エン ジン 出力 を 吸収 し ます 。 そ の 際 に 前 後 トル ク 配 分 を 適切 
に 制御 し 、 ス ムー ズ に 4 輸 民 動 状態 に 


切換 える こと で 優れ た 走行 安定 性 を 確 


保 し ます 。 ま た 、 モ ー タ ー と ディ ファ レン シャ ル ギ ヤ を 一 体 構造 と する こと に より 、 
従来 の 4WD シ ステ ム に 用 いら れ て きた プロ ペラ シャ フト を 不要 と する な ど 、 ス ペー 


ス 効 率 を 大 きく 向上 きせ て いま す 。 


消 り や すい 贅 面 で の 4WE 切 換え 時 


還 王 mm: 欠 税 へ の 到 重 カ の 涼 れ 


4WD 直 行 


宇 道 な ど で 前 乏 の スリ ッ プ 
リヤ モー ター を 唆 動 し 4WD 決 宜 に 


バッ テリ ー へ 充電 し ます 。 


、 ア クセ ル を 握 め る と 前 
で 回 生 発電 を 行ない 、 


祭 件 に よっ て は エン ジン 走行 で 発 
し ます 。 


【 全 間 加 速 時 】 賠 
エン ジン に 加え て 、 フ ロン ト ー を 捕 重 
て プラ ス 。 状況 に 応じ て リヤ モー 


スト し ます 


テリ ー へ 充電 し ます 。 


の モー ター を 皿 動 し ます 


* 始 動 時 、 イ ダニ ッ シ ョ ンス ター ト に す 
る ン が か か り 、 暖 筑後 停止 


使 必 状況 な ど に より さま ざま な 制 
行なわ れ ま す 
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ADVANCE BRAKE SYSTEM 


|_ EE 
LTIEEE 


ト 2 は 
間 間 kovsc 


ドラ 7 
博 定 する ライ ン 


ECB に よる VSG 


EBD 説 明 図 
配信 制御 


時 
の 理 


ECB*' 電子 制御 ブ レー キシ ステ ム 
ECB は 制動 中 に 発生 する エネ ルギー を で きる だ け 多 く 回 収 で きる よう 、4 
独立 の 油圧 ブレー キ と 前 後 モ ー タ ー に よる 回 生 プ レー キ の 2 つの 制動 胃 
地 疫 分 し ます 。 こ の 協 列 上 ee)、 調 い 前 竹 能 の 確保 と = 
回 収 を 育 次 元 で 下 立 U ま じ だ 朗 た 詳 間 の 押 作 状態 に 応じ て 4 栓 池 立 抽 
御油 圧 プ レー キ 、EBD 付 ABS、 プ レー キア シス ト 、VSC&TRC を 統合 制御 す 
る 高度 な ジス テム を 備 示 で ます 。 
『 


基 相 が する 合 が あり ます 。 


動力 を 確保 し 、 メ クセ ル 深 作 を 管 易 に する ほか 用 速 中 の 押 作 性 と 還 安直 
性 を サポ ー ト し ます 計 


EBD*? 【 才 子 制動 力 配分 制 側 ) 付 ABB &. プ レー キア シス ト 3=3 
抽 動 時 の タイ ヤ ロ ッ ク を 防ぐ 従来 り ABS 機 能 に 加え 車両 の 走行 状態 に 店 じ た 彰 
人 
時 に je ける 衝 を 入 し 、 プ レー キ の 人 を 和 保 = 
上 Ep いて 27 の ) 力 を 制 狗 し 、 還 安定 性 M 

た ブレー キ 性 能 を 実現 し ます 。 ま た 、 プ レー ギア シス ト は プレ ー さ 

時 か 6 緊 負 プ レー キ を 判断 し 、 そ れ に 基づい た 強 い 制 発生 させ ます 


人 鉛 分割 )iEIectrotic Brake forea Ditibutlon 
な と を は プレ ー キ ベ ダル を 語 み 本 け て くだ さい 。 


骨 府 性 ・ 断 調 性 
を 効果 的 


還 に 用 いる こと で 、 振 動 : 尿 埋 を 大 幅 に 低減 。 さ ら に 展 れ た 叶 に より 


作れ た 空 性能 (Cd 仁 .3p) 


。 / 固 


容 気 抵抗 の 低 浅 て いま す 。 ま た 、 太 陽 の 熱 張 朋 過 率 を 所 
フロ ント ウイ ンド ゥ ガラ ス や ルー フ バ ネル へ の 高 機能 凌 維 に よる 断 示 炒 の 提 
用 な ど 、 ボ ディ の 徹 府 し た 断熱 強化 も 実施 し て いま す 。 


サス ペン ショ ン ・ タ イヤ & ホ イー ル 

半 密 に チュ ー ニ ング され た 足 回 り は 、 侵 れ た 路面 追従 性 と ハイ レベ ル 
の 操縦 安定 性 、 そ し て フラ ッ ト な 乗り 心地 を 両立 まき せ て いま す , ま た 、 軽 
量 161 イ ンチ アル ミホ イー ル を 全車 に 標準 装備 し まし た 。 


イプ リッド 'G Ei 
ント ロー ル 、 ウ イン ュー ジ が 


ドア ディ カラ ー は : 
フ ( は メー カー オプ 


リ 2 トス ー パ ライ ブサ 


ンド シス テム と 後 放り 型 ワ イド ディ スプ レイ は セ 7 ト で メー カー オプ ショ ン 。 男 写真 は 合 葉 で す 。 


環 IEP ド イン タイ プ ) 、 
ショ ン 。 


RON で 


アル ファ ー ド ハイブリッド ・ ス ー パ ー ラ イプサ ウン 


DYD の 5.1 チ ャ ン ネ ル 再 生 に よる 、 据 力 の サウ ンド を 存 分 に 楽し むと ど 赤 が 
で きま す 。 徹 底 し た 音 故 解 析 を も と に 10 個 の スピ ー カ ー を 最適 な ポジ ショ 
ン に 配置 し まし た 。 特に 5.1ch 対 応 の DVD ビデ オォ で の サラ ウンド 効果 は 、 
まる で シア ター ホー ル に 身 を 置い て いる よう な 息 場 感 を 基 能 し て いた だ け 
ます 。 ま た 、 高 性 能 DSP*1 に よる 3 次 元 音 百 再生 で 、 モ ニタ ー 面 面 上 か ら 
音 が 聞こ えて くる よう な 、 よ り 実 音源 に 近い 音 場 と 明 了 感 を 実現 し まし た 。 


YiLDSPDiglal Sound Proceseor 
後記 B 型 ワイ ィ ド ディ スプ レイ 時 3 

大 画面 液晶 の 9 型 ワイ ド デ ィ スプ レイ を 後 席 天井 に 設置 し 、 後 席 の 方 々 も 
前 馬 と 同じ DVD ビデ オォ や TV 映像 、 ナ ビ を ご 覧 いた だ け ま す 。 さ ら に は 、 


ビデ オォ 敵 子 に より TV ゲー ム 提 や ビデ オデ ッ キ ム の 普 徹 も 可能 軸 G 
BOOK ALPHA*3 を 介し て 拉 席 で 通信 カラ オケ を 楽 むこ と SG きま 3。 
な お 、DVD と TY の 操作 は 後 席 か ら で も リモ コン で 生ま 


2.6-BODK ALFHA 利 競作 要 に な り ます 
天 ディ スプ レイ は 誠 全 D た め 下 iDV0 プ 主 W カ の 情報 ふと は 可 他 洛 ま 


介 em ワ イド デカ ア レイ 
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PERSONS 


男 妥 ロア ルフ ェ ー ド ハイ プリッ ド “Edon' 。 


7 人 乗り 
アー ムレ スト 付 キ ャ プ テ ン シ ー ト を 採用 し た セカ ンド シー ト で は 、 く つろ ぎ を も た ら す 収 式 オッ トマ ン や 、 カ ッ プ ホル ダー 付 の サイ ド テ ー プ ル が 利用 で きま す 。 サイ ド 


ー プ ブル は 折り た た み 式 な の で 、 サ ー ド シー ト へ の 移動 (ウォー タス ルー) も スム ー ズ で す 。 ま た 、 サ ー ド シー ト は ロン ダシ ー ト スラ イド 機構 、 フ ルリ タラ イニ ング 機構 に 


加え 、5:5 分 割 の 跳ね 上 げ ( ス ペース アッ プシ ー ト ) が で きる の で 、 セ カン ド シ ー ト の ロン グ シ ー ト スラ イド (最大 550mm) と の 併用 に より 、 広 々 と し た ラゲージ スペ ー 
ス を 活用 する こと が 可能 で す 。 


7 人 乗り プ フ ル フラ ッ ト 状 態 7 人 乗り /4 各 乗車 サー ド シ ー ト 7 人 乗り 2 名 乗車 セカ ンド シー ト ロン グ シ 
スペ ー ス アッ プ 決 能 サー ド シ ー ト スペ ー ス アッ プ 状 態 
(この 杖 態 で は モカ ンド シー ト の 着座 は で きま せん 。 ) 


トス ライ ド - 


"サイ ドリ フト アッ プシ ー ト 義 閉 車 "( 標 澤 タ イプ) * 


セカ ンド シー ト 左 席 に 乗 際 を サポ ー ト する 電動 の サイ ドリ フト アッ プシ ー ト を 装 六 し まし た 。 スイ ッ チ また は 
ワイ ヤレ スリ モコ ン を 押し 続け る こと に より 回 転位 思 ま で シー トス ライ ド と リタ ライ ニン グ を 調整 。 シー ト は | 
外側 へ 回転 し な が ら 後 方 へ 例 れ る こと も な くそ の まま の 位置 で 下降 し ます 。 ま た 、 乗 車 時 に は リク ライ ニ | 
ワイ し メリ ミョン ブダ グ ・ 前 後 スラ イド 調 も 電動 で 操作 する こと が で きま す 。 


サイ ドリ フト ア 」 標準 ダイブ) 義元 
9 フト 選 か 還 
| 二 降 笠間 
時 
| 450mm 
880mm 
・ 議 370mm 
前 190mm ン 後 85mm 


画定 法 休 は 誠 計 生 を 示し ます 。 人 基 二天 か る こと が あり ます 。 
還 ウ エル キャ ブ カ タロ グ を 用 守 し て いま す の で 、 億 せ て ご 賢く だ さい 。 


18-19 


B 人 乗り 

6:4 分 割 式 の を カン ド シ ー ト は 、 回 転機 構 付 な の で 対面 の 会 話 が 楽し め ま す 。 ま た 、 サ ー ド シー 
ト は 7 人 騙り と 同様 に ロン グ シ ー ト スラ イド 機構 、 フ ルリ タラ イニ ンダ 機 槍 に 加え 、5:5 分 割 の 跳ね 上 げ ( ス 
ペー ス ア ッ プ シー ト ) が で きる の で 、 セ カン ド シ ー ヽ の ロン ダグ シート スラ イド (最大 570mm) と の 俳 用 に よ 
り 、 き ま ぎ ま な 荷物 に 対応 する ラゲージ ス 
る と 、 ゆ っ た り と し た 気分 で ラン チ も と れ ま す 。 


パー ス が 確保 で きま す 。 ま た 、 シ ー ト パッ タテ ー ブ ル を 利用 す 


カン ド シ ー ト ロン グ シ ー ト スラ イド ・ 
ー ト スペ ー ス アッ プ 状 中 
(に の 状 帳 で は カン ド シ ー| ト の 著 司 は で きま せん 。) 


8 人 乗り ゲ フ ルフ ラッ ト 状 態 8 人 乗り の 5 名 乗車 サー ド シ ー ト 
スペ ー ス アッ プ 状 態 


サイ ドリフト: 


シー ト ア レン ジ 早 見 表 
[7 人 当り /8 人 入り ] 


セカ ンド シー ト 


5 | セカ ンド シー ト | 株 し 件 
夫 定 有 。。 | セカ ンド シー ト タ イプ | ッッ ン 


箇 | シーNNz ク テー ナル 


フル フラ ッ ト 


(| 
PB 


1 … に ECISIHHlEHHmEiadlgsrisp Cl 
に 5SHELTHNN NICO 
呈 巧 計 ! 凍 貴 串 細 | 了 半 |Ke9 天 隊員 
つつ ea 屋 EURO に 


シー ト の ロン ダッ ー ト メラ イド 和 誠 人 の み で す 


男 当 は スペ ー ズ 店 地 の た め の も の で あり 要 入 外 の シー ト アレ ー ジ こす る と 走 全 で き な い 電 合 ご 往生 い た だ きた い 項目 が あり ます , 必ず 持 を ご 覧 くだ さい 。 
男 宙 は 必 品 用 の た め に ば ディ の 一 上 を 切 町 し た カッ トモ デル で す 。 還 人 有 冬 し い 8 定 に つき まっ て は 、P.30 の 主 時 一 覧 次 で ご 守 氏 く だ さい 。 


@ オ プティ トロ ン メ ー タ ー ⑱ ス テア リン グ ス イッ チ 


@ ド アト ルム ボ ポケット ⑥ セ ンタ ー コ ン ソ ー ル ボッ クス 


(アー ムレ スト 付 ) 


@ オ ー バ パー ペッ ドコ ン ソ ー ル ボッ クズ. @ ル ー フ ポケ ッ ト 


テー 
8 ウェイ マル チア ジャ スタ ブル 
パワ ウー シ ー ト (運転 庶 ) 


収納 式 オッ トマ ン 


回 転 式 アシ スト ダリ ッ プ 


室内 コン トロ 


岡 側 の スラ イド ドア が 自重 開 
閉じ し ます 。 操 作 に ワイ ヤレ ス 
リモ コン 室内 コン トロ ー ル ス 


イッ チ - ド アハ ンド ル で 行え ます 。 
デュ アル バ ワ ー ス ライ ドド ア , 


ラロ ント 


前 後 独立 コン トロ ー ル デュ アル フル オー ト エ アコ ン (温度 セン サー 付 ) 


@ ゲ ー ト 式 シ フト レバ ー 


⑯ ワ イヤ レス マル チコ ント ロー ル 


正 写 上 は デュ テル パワ ー ス ライ ドド ア 付 屈 の キー で す 


還 オ プティ トロ ン メー ター の 写真 株 の た め 


堂 内 の 湿度 を 遺 正 に 創 御 す る 

温度 セン サー を 採用 し 、 過 剰 な 

具 混 を 基 け る な ど 、 エ アコ ン を 

効率 よく 作動 させ ます 。 ま た 、 

| 1 2Way ご ンプ レッ サ の 採用 に より 、 

ジタル プッ シュ 式 ヒー ター コン トロ ー ル パネ ル 房 能力 を 確 隊 し な が ら 作 
紅 に も 頁 献 し て いま す 。 


ラン プ を 上 


坊 和 人 ケ 上 E ス イチ 

メイ ッ チ ひ と つ で 

操作 は 詩 旨 般 の スイ ッ チ ・ リ モコ ンス イッ テ ・ パ ッ 
クタ ド アタ ロー ズ ス イッ チ で 行え ます 。 な お 団 閉 中 
は ハザード ラン プ が 点 温 し 、 バ ッ ク ド ア 周 辺 に 
警報 音 で 注意 を 促し ます 。 


パワ ー バ ッ ク ド アカ 


LED 室 内 間接 照明 


下 LED ダ ウン ライ ト 人 @ パ バー ソナ ルレ ジス ター& ル ー ム ラン プ 


加 脱 区 式 炭 皿 プ カ ッ プ ホ ル ダー 


@ 衝 動 カー テン (リニア モー ター 式 / ツイ ン ム 
スラ イド ドア ・ リ ヤク ォ ー タ ー・ バ ッ プ ドア ) 


の で 実際 の 行状 和 を 志す も の で は あり ませ ん 時 馬 の 詩 し い 設定 に つき まし て は 、= 30 の 主 一 覧 表 で ご: 


人 と クル マ と 社会 を つなぐ ネッ トワ ー ク サー ビス 
G-BOOK ALPHA / G-BOOK ALPHA Pro 


6-BOOK ALPHA 対 応 ナビ を 通じ て 、 高 次 元 の 安心 と 安全 、 ホ スピ タリ ティ と エン ター テイ メン ト を お 客 欄 に 提供 し ます 。 


く ヶ ダウ ウ ダ テレ マテ ィ ク ス サ ービス を 気軽 に 楽し め る G-BOOK ALPHA。 
7 プ 議 諸 Bluetooth 対 応 携帯 起 話 を 使え ば 、 示 年 無 料 ・ 中 込 不要 で すぐ に 始め られ ます 。 


< く ヘ ルプ ネッ ト *「> 万 か の 球 や 病 に も 記 
替 や 消防 | 
応 。 気 が 動転 


タン に タッ チ す る と 、 車 両 の 位置 情報 が 自動 的 に 送信 され 、 専 問 の 


く G ル ー ト 操 索 &. 濯 滞 予 測 > 最適 ルー ト で 流 滞 回 選 、 快 適 な ドラ イブ を 提供 


6 ルート 探索 で は 、VICS に よる 最新 の 区 の 道路 状況 を 予測 し 、 渋 滞 を 回 避 し 
また 予測 ボタ ン に タッ チ す る と 高速 起 路 の 中 時 間 も 含 め た 高 可 道中 出口 


ド し 、 科 単に 目的 地 と し て き 


* を ルー 


ト と し て 登録 し 、 ル ー ト 毎 の ダウ ン ロ ー ド が 可能 で す 。 ま た 、 出 発 時 刻 案内 を 役 定 し て お く と 登録 ルー ト 付 近 の 道路 


NAVI& AUDIO 

HPD ナ ビ ゲ ー ジ ョ ン シ ス テム (G-BOOK ALPHA 対 応 ) 
大 容量 の HDD (30GB) 、8 導 流 晶 ワイ ド の タッ チ デ ィ ス プレ イ を 採用 。 ナ ビ 、 オ ー デ ィ イオ ビジ ュ ア ル *243 な どの コン トロ ー ル 機能 を 集 装 し た 次 世代 の ナビ 
シス テム で す 。G モ ン サ ー 搭 載 に より 、 都 市 高速 ラン プ や 立体 駐車 場 で 高 精度 な 位 思 補 正 を 実現 。 大 容量 の HDD の 情報 長 と 32.000 色 の 表現 力 を 駆使 し て 、 
より 畠 胃 で 精度 の 高い 情報 を 表示 し ます 。 また 、 庶 淀 考 成 探索 お よび 周辺 下 回 探索 時 に VICS (FM 多重 ) 4 が 小 浴 情報 を 提供 する 道路 だ け で な く 、 着 路 交 
デ 通 モ センサ ス な どの 実車 走行 デー タ を 基 に し て より 供 適 と 花 定 さ れる 経 族 を ご 笑 内 し ます 。 きち に は 、 ト ヨタ の テレ マテ ィ ク ス サ ー ビ ス G-BOOK ALPHA*5 な どの 機 
能 拡張 に も 対応 し て いま す 。 タ イム リー な 交通 情報 を 入手 で きる VICS (FM 多重 ) の 受信 は 、 専 用 チュ ー ナ ー の 搭載 で 常 叶 可能 9 に 。 BluetootIe7 対 応 アン 
テ ナ を 内 蔵 す る こと に より 、Bluetoot 記 対応 の 携帯 電話 *8 と 無線 接 鞍 し 、 是 両 の マイ タ & ス ピー カー を 使 
用 し た ハン ズ フ リー 通話 を 実現 し まし た 。 


LHDD:Hard DisK Dive wi 安全 の た 9、 寺 行 中 、 一 部 作 で 
直行 中 箇 人 が 清音 た 


ご 了 未 な Ru。*5 メ ー カ ー オ プラ ョ ン の 定 用 K ALPHA Pro を 中込 の 場合 に は 、 利 中込 に よる お 中 必要 で す 。*6.F4 あ 
信 で まま せん 。 ォ 7.BIuetooHYHEIuetsotn 5IG.Itc.USA の 商標 です 。 


素人 で 行っ と も の で す 。 本 話 O 革 に より 実態 に は 和 


アナ ログ テレ ビ 始 1 年 7 月 に 終了 し 、 当 上 デジ タル テレ ビ 藤 送 に 移行 
PH の Y7RHITT 


本 電マ ッ プ 
マル チイ ン フ ォ メ ーション 機能 

前 席 8 型 液晶 ワイ ド デ ィ スプ レイ に 、 ハ イプ リッ ド シ ス テム の 車両 情報 (エネ ルギー モ 
ニタ ー、 燃 貫 、 航 続 可能 距離 表示 ) を は じ め 、 オ ー デ ィ オ の コン トロ ー ル 画面 な ど 、 
各種 機 能 を 表示 する シス テム 。 操作 は タッ チ パ ネル で 容易 に 行う こと が で きま す 。 


オー ディ オ & ビ ジュ アル 
高 品位 な サウ ンド 空間 を つく りあ げ る オー ディ オシ ステ ム で す 。 歪み の 少な い クタ リア 

で パワ フル な 音質 を 実現 する た め に 、 最 適 な 音 才 チ ャ ー ニ ング を 施し まし た 。 さ きら 本 
に は 、 車 両 速度 か ら 騒音 レベ ル を 推定 し 、 音 量 や 周波 数 特性 を 自動 制御 する 
ASL 機 能 を 採用 。 い つも 最適 な 音量 音質 を 実現 し ます 。 ま た 、CD を 再生 し な 
が ら 同 時 に 4 億 連 録 埋 が 可能 な サウ ンド ライ ブラ リー 機能 ( 約 2.000 曲 録音 可能 *i1) 
を 搭載 。HDD に 一 度 録音 し て お け ば 、CD を 挿入 する こと な く 演奏 を 楽し め ま す 。 
この 他 に も DVD ビデ オ 、MP3*i2、WMA*3 の 再 な し 、 長 時 間 録音 再生 
が 可能 な MDLP と グルー プ 機 能 に 対応 し た MID 機器 も 挫 埋 する な ど 、 多 く の 機能 
を 備え て いま す 。 


上 | - 1・|・ | 
フラ リー DVDE デ 再生 サウ ンド 潮 


H ロ ロナ ビザ ーション シス テム 


BODK ALPHA 対 な 


ワイ ド マ ル テ AV ス テー ショ ン 
オー ディ オ : CD、MD、AMFM ラ ジオ 
その 佑 : 55 型 ワイ トディ スプ レイ (タッ チ 式 
還 TVy ビ お よび G-BDDK ALPHA 枯 人 は 令 え て いま せん 。 


*10.ASHAutomate Sound tevelizer *11. AAC 12BKSps、1 曲 5 分 在 か つ HDD に 作 春 の G-SOUMD を 科 陸 し た 場合 
12. MPSFMPEG Aucio Laysr3 WEWindows Medla AUCNO 拓 党 の 和楽 CD に 比べ 直結 水 デ ー タ を 保 企 


全 報 を 送る 


G-BOOK ALPHA 


5520) G-Book 
CGI(1 セン ター 


1 


ぐ ヶ - 写 の の / ぞ さら に G-BOOK ALPHA Pro 到 用 通信 指 "DCM" * 2cxー カ ー テ フシ ョ を 評 尊 すれ ば 、G-BOOK ALPHA の サー ビス に 加え 、 
0 完 傍 の カー セキ ギュ リティ ー を 廊 め た 台 蛇 な サー ビス を 新車 初 年 度 拓 料 、 パ ケッ ト 便 い 放題 で ご 利用 いた だ け ま す 。 


く G-Security > 

車両 次 難 か ら クル マ を 守る 、DCM な ら で は の サー ビス 。 
ドア が こじ 開け られ た 時 な ど 、 オ ー ト アラ ー ム 3 作動 時 に 
様 に お 知ら せ し ま す 。 さ ら に 、 お 客 欄 
より 、 主 両 の 佐 置 追 包 や 警 領 員 の 派遣 も 可能 で す 。 


通知 の し くみ 


ー ス の 配信 
つて 目的 地 を 検索 設定 し 、 お 客 様 の ナ 


DRIVING SUPPORT 


イプ リッ ド "G Edmia 


サイ ドモ ニタ ー レー ツモ ニタ リン グ シ ジス テム 
車両 左側 の 確認 を 補 国 し 、 諾 折 時 の 内 還 舌 に よる 障害 物 と の 半 航 回 進 病 吉 道路 走行 中 に パッ クモ ニタ ー カ メラ を 通し て 道路 上 の 自 直 ( 黄 色 ko 


道中 の 本 様 上 
調 の 同 便 に 有 |) 締 が ぁ る こと 


を サポ ー ト する た め に 、 ハ シド ル 操 作 と 補 動 し た 子 想 進路 線 と 最大 操 能 時 を 含む ) まで の 格 距 離 を 検出 。 自 ( 黄 ) 株 に 接近 する と プ ザー 音 で 知ら モ 


70kmh 以 
の 最小 回 転 予想 進路 線 を 表示 。 路 肩 な ど へ の 幅 寄 せ の 際 に は 、 車 過 平 る サポ ー ト シス テム で す 。 所 また は 市 る い ユ ー ブ (300R 相 当 以 上 の 送 ) 

行 線 を 表示 し ます 。 モニ ター 画面 上 の スイ ッ チ 操作 に より 、 全 体 表 示 と 前 還 和 (共和 に な 限界 あり ます の で 、 シ ステ を 週休 せ ず ー 般 の 宮古 と 同和 に 運 を 層 け て くま い 。 二天 時 以外 (ワイ ボー 押 作 度 せ 不可 ) な ど | 

方 拡大 表示 の 切り 和 震え が 可能 で す 。 ま た 、 ス テア リン ダグ ダ 上 の プラ イン ドコ ー クル ー ズ コン トロ ー ル & レ ー ダ ー ク ルー ズ コ ント ロー ル PPE me 計 
ナー& サ イド モニ ター テイ ンス イッ チ に より 、 他 の カメ ラ 画 面 に 切り 震え る こと タル ー ズ コン トロ ー ル は スイ ッ チ 挫 作 で 希望 の 車速 ( 約 45 一 100km/h) l 了 大 認 Re 0 


が で きま す 。 で 定 丸 走行 が 行え ます 。 ま た 、 レ ー ダ ー タ ルー ズ コ ント ロー ル は 、 各 種 セ ン | 
了 人 折 * ど は 状 況 に より 実際 と 異な る 地 合 が あり ます 。 の 和泊 を 掃 た で か ご 合 用 くだ さい 。 サー に より 先行 車 と 走行 レー ン を 判断 し 、 設 定 車 速 内 で 事 連 に 比例 し た | 
語れ て いま す - 所 ちょび 休 せる どす る 主人 方 人 を 直し を 3 軍 才 てく PH | 

記 E を 休 ち な が 條 走行 ます 。 J 
ブラ イン ドコ ー ナ ー モ ニタ ー (フロ ント 直下 モニ ター 付 ) に ニニ ーー 軒 計 記 


全休 に は 陣 弄 が る り ます の で 、 半 還 を 過信 せ ず | 
恒道 湾 よ びり 大作 汰 台 に よっ て は 、 ご 使用 で き な い 


クリ アラ ンス ソナ ー& バ ッ ク ソ ナー 
衣 モン サー に より 障害 物 へ の 接近 を プ ブザー と 表示 条 で 告 知 。 後 退 操作 


両 と 同 粗 に 生 軍馬 を 計り て くだ さい 。 
いま す - 必ず 所 午 を ご 息 く だ きい 


フロ ント ダグ リル 中 央 部 に 設置 し た カメ ラ が 車両 諾 右 
方 向 の 近 離 ( 約 20m) お よび 車両 前 方 の 状況 を 
画面 に 表示 し ます 。 プ ライ ンド コー ナー モニ ター は 


PD 還 


| 見 通し の 悪い 交差 点 や エ 字 路 な ど へ の 進入 を 最 な ど を サポ ー ト し ます 。 な お 、HDD ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テム (G-BOOK 
人 小 限 に と ど め 、 接 近 車両 や 自転 車 、 通 行人 の 確認 ALPHA 対 応 ) 装着 車 は 、 プ ザー に よる 告知 に 加え 、 音 声 で も お 知ら せ す る | 
に よる 失 


を 補助 する シス テム で す 。 ま た 、 フ ロッ ト 直 下 モ ニタ ー 音声 染 内 クリ アラ ンス ソナ ー (パッ クソ ナー レス ) と な り ま す 。 
還 了 a 和 和 件 に っ て は 析 で き な い 和合 が あり ます 。 人 す 財 り の 8 


加入 


N し な 6 軍 報 し て くだ きい 
有料 道路 自動 料金 支払 い シ ステ ム ETCY ユ ニッ ト *?( ビ ルト イン タイ プ ) 

キャ ッシュ レス で 有料 道路 料金 所 を 通行 で きる この シス テム を メー カー オ 
プシ ョ ン 設 定 し まし た 。 イン スト ル メ ント パネ ル に すっ きり 収め られ た ビル トイ 


に より 車両 の 前 方 直下 の 状況 を 表示 し 、 前 方 確認 


を 補助 し ます 。 


メ ラ ゲ NaL 財 和 四 
四 し て くだ き し 


て いま け 。 邊 ず 守 お よび 右 の 空 全 を 宙 近 人 


音声 ガイ ダン ス 機 能 付 カ ラー バッ ク ガ イド モニ ター ( 障 視 機能 付 ) ンタ イブ 。 ナビ ゲー ショ ン と も リン タレ し 、 利 用 厩 歴 な ど 各種 情報 が ディ スプ レ 
イ に 表示 きれ ます 。 


車庫 入れ や 列 駐車 な どの 際 に 、 後 退 操作 の 参考 に な る ガイ ドラ イン 
タ ガ イド モニ ター 画面 に 表示 し ます 。 き ら に 拉 列 駐車 時 に は 音声 ガイ ド も 行 
な いま す 。 ステ アリ ング 操作 と 連動 し た 予想 進路 線 、 駐 車 区 画 内 に まっ すぐ | 
騎 車 する た め の 日 安 と な る 車 幅 延長 線 の ほか 、 ス テア リン グ 操 作 の タ 
グ を 示す 駐車 が イド な ども 画面 表示 。 近 赤 外 区 爺 過 型 カテ ラー パッ クモ ニタ ー 
カメ ラ に より 夜間 の 捉 認 性 も 向上 し て いま す 。 


面 2 メラ が し 凡 財 は 限 られ て いま す 。( 
還 主 内 


EETG シ ステ ム (ETG ン ー ン また は ETC カ ー 
中 ませ ん 。 間 用 宮 能 な 特例 所 は 導 計 者 


ETC ユ = ニッ 


りす 暫 太 を し な ずら 運転 
直 み イダ ンス は ONYOFF の 切り 替え が 可能 で す 


キ 


生 四 本 は ハメ み 合成 で す 。 天馬 の 詳し い 設定 に つき まし て は 、P.30 の 主 一覧 天 で 1 


ECOLOGY 


エコ ロジ ー の 最 先 端 を 走り 続け る た め に 。 


地球 温暖 化 を 防ぐ た め に 。 
燃費 向上 
温室 効果 ガス で ある CO3 排 出生 の さら な る 低減 を めざし て 、 徹 底 し た 燃 
貫 の 向上 を 図り まし た 。 
トヨ タ ハ イプ リッ ド シ ス テム (THS-C) +E-Four 
@Super CVT( 無 自 変 運 機 ) 
@ 地 低 燃 旨 ハ イプ リッ ド 専 用 エン ジン 2AZ-FXE 
EHPS (電動 油圧 パリー ステ アリ ンダ ) 但 空 気 抵抗 の 低減 (Cd 値 0.32) 
全 省 動力 エア コン (2Way コ ンプ レッ サ 、 湿 度 セ ン サ 採用 ) 
人 省 電力 ラン プ ( デ ィ ス チャ ー ジ ヘッ ドラ ンプ 、 
LED 式 ハイ マウ ント スト ッ プ ラン プ ) 
これ ら の 採用 な ど に より 、 優 れ た 低 燃費 を 達成 し て いま す 。 


グリ ー ン 税制 に 対応 。 


リサ イク ル と 環境 負荷 物質 低減 の た め に 。 

リサ イク ル 性 を 向上 

便 命 を 終え た タル マ は 、 金 居 類 を 中 心 に リサ イタ ル さ れ て いま す 。 ア ル 
ファ ー ド ハイ プリ ッ ド は リサ イタ ル 性 を きら に 向上 きせ る た め に 、 リ サイ クル 性 
に 優れ た 素材 TSOP (トヨ タ ・ ス ー パ ー・ オ レフ ィ ン - ポ リマ ー) を パン パー や 内 
装 樹 指 部 品 に 積極 的 に 採用 し て いま す 。 ま た ハイ ブリッド パッ テリ ー( ニ ッ ケ 
ル 水 素 パッ テリ ー) を 回 収 し 、 ス テッ レス の 材料 な ど へ の リサ イタ ル に も 取り 
組ん で いま す 。 

環境 負荷 物質 の 低 当 

ラジ ェ ー タ ー、 ヒ ー タ ー コ ア 、 ワ イヤー ハー ネス 被 本 な どか ら 鉛 を な くし 、 鉛 重用 
量 を 2005 年 末 ま で に 1/3 以 下 (1996 年 比 ) に 低減 する と いう 泉 界 目標 を 悦 成 
し まし た 。 


癌 使用 量 の 低 小 


了 アルファード ハイ プリ ッ ド は 、「 平 成 17 年 基準 排出 ガス 75% 低 滅 ン ペ ベル. 
の 対 定 を 国土 交通 省 よ り 取 得 し 、 か つ 平 成 2 年 度 槍 引 基 洋 +2092*1 を ク 
リア する 低 燃費 車 と し て ダリ ー ン 税制 に 対応 し て いま す 。 地球 温暖 化 を も 
た ら す CO や 大 気 汚染 の 原因 と な る NOx な ど を 低減 する た め 、 現 境 に や 
き し い 自動 車 の 税金 を 軽減 し 、 そ の 普及 を 促進 する 制度 で お 


11 エネ 誠に 基づき 定め られ で いる 人 要 基 。 


クリ ー ン な 都市 環境 の た め に 。 8 
排出 ガス の クリ ー ン 化 

トヨ タ ハ イブ リッ ド シ ス テム (THS-C) を は じ め 、V VT ふ 、 高 性 能 の 三 元 触 尋 
半 購 、 空 克 比 補償 装 思 な どの 採用 に より 、 排 出 ガ ス の クリ ー ン 化 を 進め て 
いま す 。 そ の 粘 果 、NOx (窒素 酸化 
物 ) 、NMHC( 旧 メ タン 炭化 水素 ) を 
平成 17 年 規制 か ら 75% 以 上 低減 し 
た 「 平 成 17 年 基準 排出 ガス 752 低 
減 レベ ル 」 の 認定 を 、 国 土 交 通 省 よ 
5 取得 し て いま す 。 


排出 ガス の 低減 


下地 了 化 仙 メラン 氷雪 
NOx(Wem) 。 NMHC(om) 


17 年紀 17 和 導出 ガ ス 
な Ve ペル 


トヨ タ アル ファ ー ド ハイ プリッ ド の 環境 仕様 


還 記 TOP (Toyol Super Oein Pdymen 使用 部 人 
計 T『o(Thermo Plastc lefn) 全 人 
本 主 生 材 人 用 名 位 


1996 年 。 アルフ ァ ー ド 
者 平均 Ju 


全 ラ イフ サイ クル で 環境 負荷 を 低減 。 


<LCA 舌 施 果 


LCA (ライ フサ イク ル ア セ ス メ ン 店 aws 店 
。 | 
DD 和 HO 
走行 段階 だ け で な く 、 生 産 か ら 廃 庄 ww 
まで の 全 和 階 で 排出 する COz や 大 所 


汚染 物質 の 総量 を 低減 し て いま す 。 we e 
2LCA( ラ イフ サイ ウル アセ スメント ) は 判 取 一 誠 和 ・ 際 
リサ イク ル ま で の 各 隊 で 、 事 が 須 境 に える 邊 還 
化 い 、 吉 合計 価 する 手法 で ISO14040 シ リー ズ で 国際 


単 化 h て いま す 。 

@ 帳 較 の 生 省 生 10 刀 tm 10 年) ま 、10・15 モ ー ド で 定 和 し た 場合 生生 で す 。 

トヨタ で BLCA に より 村人 な 大 境 メ リッ ト を 生 認 す る こと を 目的 と し て いそ た め 、 評 何時 は 拓 各 で 示し て いま す 。 
また CO:HHton レ ベル 、 そ れ 以 小 の 項目 は ko レベ ル で 剖 まれ ミ す の で 、 提 者 に 和 し まし た 。 


人 閣 式 
エン ジン | 到 E 
計 気 恒 て 6) 3 362. 
[ 折 料 = ガッ リン 
陳 革 | 方 式 2W ( 四 縮 動 訪 ま ) 補 
PS ma 自動 無 訟 (CVT) 
人 放水 10・15 モ ー ド 近年 秋 人 )*1 km] 17.a fi4*a 
GO 訂 出 重 (qRm = 185 143 
夫 ま 全 東 、 平 成 62 年度 誠 準 * に も 加 合 し て いま す 。 
3 禁 変 パル プ : (T) 、 ハ イプ リッ ド シ ス テム 
排出 ガス 3 | 主 定 レベ ル ( 国 土 交通 省 )*4 
語 定 レベ ル 仁 (Wkm) [CO 
NMHG 
NOz ら 013 上 
各市 握 低 人 害 車 の 基準 に 適合 。 
= 四 吉 吾 狐 人 17GB-A 
エア コン 冷 830g (代替 フロ ン HFC134-a) 
の 人 仙 再 工 全 2008 生 生成 (196 年 比 13 以 下 ) 
示 導 幅 倒 3006 生 目標 成 (3005 征 1 月 以降 使用 本) 
ドミ ウム 自 会 3006 和 目標 成 (2007 年 1 月 以降 使 用 本) 
9 イクル | リサ イク リル し 包 い 科料 | TSOP) フロ ント バン パー、 リ ヤバ ンー 、 ビ ラー ガー ニッ シュ 、 イ ンス トル メン ト パ ネ ル な ど 
使 月 し た な 剖 品 TPO 動 手 席 エ アバ ッ ク ド ア な を ど 
机 隊 ゴム 部 品 へ の 材 剛 表示 あり 
リサ イク ル 材 の 使用 。 | (リサ イク ル PP#6) コンラン アン ダー カバー、 フ ュー エル タン タブ ロ テ クタ ネー、 り ヤオ イー ルオ ー ププ ニン エク ステ ンション 
(RSPP*7) シュ サイ レン サー 
( 証 生 チッ プ ウ レタ シン リヤ フロ アー が さり 


RE 


(はめ ら れ た 試験 祭 件 で の 舘 で す 。 お 客 栓 の 使 調 環 寺 ( 気 集 、 流 等 ) や 守 方 法 ( 意 仙 進 、 エ アコ ン 使 用 等 ) に 応じ て 祭 料 消費 率 は 異な り ます 。 2 車両 重量 2020kg 以 上 の 場合 数値 


+: 省 エネ 法 に 基 づ を 定め られ て いる 待 目 澤 半 六 4:10・15+11 モ ー ド 走行 *5: 平 成 17 年 甘 排 出 ガス 755% 佐 況 レベ ペル 6:PP(PolyPropylene) 


7:RSPP(Recyeed Sound-Prooling Products) 


SAFETY 
揺るぎない 安全 を 最上 の くつ ろ ぎ の た め に 。 


ディ スチ ャ 
太陽 交 に : 


ジヘ ッ ド ラン プ (ロー ビー ム ・ オ ー ト レベ リン グ 機 能 付 ) 
い 色 と 大 光量 で 夜間 の 提 界 を 確保 し ます 。 


衝撃 吸収 ボディ & 高 強度 キャ ビン “GOA" mi 

衛 突 時 の 衝 届 荷 量 を で きる か ぎり 忠 収 し な が ら 、 ボ ディ 骨格 全体 に 効果 的 
に 分 散 。 キャ ピン の 変形 を 最小 限 に 抑え 、 客 呈 空 間 を 確保 し ます 。 ア ルフ ァ ー 
ド ハ イ ブリ ッ ド は 、 笑 車 衛 突 実 腔 で の 衝突 速度 を オフ セッ ト 前 面 稀 突 実験 で 
は 64km/h に 、 フ ル ラ ッ プ 前 面 お よび 側面 稀 突 実験 で は 55km/h に 速度 を 
上 げ て 実施 。 タ ラス 世界 トッ プレ ベル の 衝突 安全 性 能 を 追 来 し て いま す 。 
1.GOAolobal Outandtng Asspsment( フ ラス 世界 トッ プレ ベル を 示し て いる 人 人) 

よら 所 情 ク ラ ス で の 比 暫 。 

SRSFAIR BABS 

デュ アル SRS エ アバ ッ グ (運転 席 ・ 助 手 席 ) は 万 一 の 衝突 時 に 、 前 方 か ら の 
強い 衝撃 に 対し て 作動 。 シ ー ト ベル ト の 働き と 合わ せ て 前 席 乗 員 の 胸 や 頭 
へ の 重大 な 傷害 を 軽減 し ます 。 ま た 、 車 両側 大 か ら の 衛 撃 を 尊 和 する SRS 
サイ ド エ ア バッ グ (フロ ント シー ト ) や 、 乗 員 頭 部 の 側面 を 析 う よう に 広がる 
SRS カ ー テ ン シ ー ル ド エ ア バッ グ (フロ ント ・ モ カン ド シ ー ト ) も 設定 し まし た 。 
SRS エ アバ ッ グ は 、 あ くま で も シー ト ベ ルト を 補 因 す る 装置 で す 。 必 ず シ ー ト 
ペル ト の ご 着用 を お 願い いた し ます 。 


33.SRS [人 員 似 ]: き upplomental Retmint 5yslem 
チャ イリ ドジ シー ト な ど を 旦 押 に 落す る 時 は 、 杯 ろ 向 き に し な いで くだ さい 。 ま た 、 前 所 に は アル ファ ー ド バハ イブ リッ ド | 
専用 の 電 正 シー トカ バー 反 外 はり 侍 け な い を ど 、 ご 和 上り ま す 。 ず 表 和 を ご 質 くだ きい 。 


WIL"* コ ン セ プ ト シ ー ト (フロ ント シー ト ) 
低 連 で 後方 か ら 衝突 きれ た 際 に 、 背 中 が シー ト に 沈み 込み 、 頭 と 背中 を 同 
時 に 支え 、 頭 剖 へ の 街 撃 を 索 和 し ます 。 


*.WIL [大 ]:WWhipash niur Lessening 


ISOFIX“* 対 応 チ ャ イル ド シ ー ト 固定 専用 バー( セ カン ド シ ー ト 左右 記 ) 
チャ イル ド シ ー ト や ペ ベビー シー ト の 肌着 が 箇 単 に こ か る も 確実 に 行え ます 。 
ト 硬 


=5 還 居 化 風 ISO) 下層 の チャ イ 
硬 ア ルフ ァ ー ド ハイ ブリ ッ ド 用 と し て ISOFIX 


間 く は 反 売 店 に また ず ね くだ きい 。 


歩行 者 傷 害 軽減 ボテ ディ 

ガー の 対人 吾 政 の 場合 、 歩 行者 へ の ダメ ー ジ を 軽減 する た め に ボン ネッ 
ト や ワイ バー 居 辺 、 お よび フロ ント パン パー を 街 撃 表 収 構造 と する な ど 、 歩 
行者 傷害 軽 泌 ボ ディ を 採用 し て いま す 。 


レイ ンク リア リン グ ブ ルー ミラ ー 


着 し た 水滴 を 薄い 早 状 に 広げ る こと で 、 雨 天 時 の 視認 性 を 
一 面 を プル ー に し 、 防 時 性 も 高め て いま す 。 


ミラ ー 画 に] 
向上 。 き ら に : 
農水 機能 付 フ ロン トド アガ ラス 

ガラ ス 面 に 付着 し た 水 消 を 小さ な 水玉 状 に する こと で 、 雨 天 時 の 現 認 性 を 確保 し ます 。 
車速 司 応 ドア ロッ ク 

ドア ロッ ク を 施錠 し な いま ま 走り 出す と 、 車 速 に 感応 し 自動 で 施錠 を 行い ます 。 


運転 席 ・ 助 手 席 シー ト ベ ルト 非 満 用 警告 灯 ( 貞 減 式 ・ ブ ザー 付 ) 
シー トペ ルト が 非 着用 の 際 に 、 点 減 灯 と プ ザ ー で 知ら せま す 。 


補助 確認 装置 ( ら 面 鏡 式 ・ カ ラー ド ) 
運転 席 か ら 把握 し に くい 左 フロ ント ノー ズ の 下部 お よび 左 サイ ド 4 


映す 2 面 笠 式 の 補助 大 認 装 個 を 採用 。 発 


デュ アル SRS エ アバ ッ ケ 


コア ル SHS エ アバ ッ グ (所 用 ) 、SR8 サ イド エア バッ グ フロ ント シー ト ] 、SRS カ ー テ ン シ ー ル ド エ アバ パッ ク 
ワロン ト ・ セ カン ド シ ー ト ) は 和 の 打 作 に よっ て は 作動 し みい 和合 が あり ます 。 
生生 有 は 失明 の た め に を 々 の SRS エ アバ ッ グ が 作 虹 した 前 現し 、 了 手下 を タラ イニ ング 拓 表 に し た も の で 
すなお 、SRS ド イド エア バッ ダ ( フ ロン トシ ー ト )、SRS カ ー テ ン シ ー ル ド エ アパ ッ ゲ (フロ ント ・ セ カッ ド シ 
衝 味 に は のみ 計 6 みす 


ー ト は 、 表 隊 の 


還 類 の し い 破 定 に つき \ し て は 、Pa0O の 主 季 技 信 一 覧 守 で ご 和 有 くだ さい 。 


ALPHARD HYBRID 
| 還 議 箇 衣 eition " 


7 人 乗り @8 人 乗り | 


か 和議 3.352,000n (wm 4.240.000n) 
泊 6 区 メー カー 名! 才 ・4,494.000a (aammws 4.280.000n) | 


G7 人 2 
G エ ティ ショ ン ・ サ イド リフ ト ア ッ プ シー ト 狼 着 車 * 


メー 希望 休 格 " 
区 メー カー 第 小 示 価 析 * 


4.530.000prwwewiai 
4.570,000graesme 


ーー ア 


Phot テル ファ ー ド ハイ ブリッド "G EdHler タル ー メ コン トロ ー ル で.00t 円 >、 
直人 地 私 い シ ステ ム ETC-- シ <78.750 円 >、 パ ワー パッ ク ド ア 60.900 幅 >、 
73.509 円 >、 サ イン トー ン ルーフ 110.250 円 > 

コブ レ イ ぱ セット で 210 000 円 > で メー カー オプ ショ ン 。 


ご 8 人 乗り 


路面 格 1 8.843.000s (Amus 3.660.000m) | 
北海 区 メー カー 者 政和 人 格 ぶ … 3,885.000s (xwews 3。700,000n) | 
| 
| 


7 人 束 5 
サイ ドリ フト アッ プシ ー ト 計 六 還 " 


3.950.000m 


コー カー 者 吉 小 売 画 格 
北 3.990.000s weemm 


周夫 区 メー カー 希 中 価格 


Fholo: ア ルフ ァ ー ド IN イプ リッ ド 。 
ンク (@RO) 内 秩 色 は アイ ポリ 


3 和 テ な 、 マ イ 2& マ イク テン チ 、 ガ ラメ アン テ ナ み イ パシ ティ ・TV 付 ) に セッ ト 
316 050> て メー カー オプ ショ ン 


1 地区 は 条 和 が 異 4 り ます 。 キ 3 寺泊 道 地 区 の 合格 に : 鶴 他 仁 枯 、 サ ヤ フ ォ ヴ ラン プ 、 ビ ー タ ー 付 レイ ンク リ テ リン ダブ ルー ミラ ー が 全 ま れ ます 。 男 価格 は メー カー 和民 ( 潮 人 科 込 み ) 07 生田 在 の も の ) で 地価 格 で す 、 価 格 は 店 が に 下 め 
て いま す の で 、 半 し は 各 販 売店 に ち た ずく だ さい 。 価格 『 ス ペア タイ ヤ (応用 タイ ヤ ) 、2 イ 区 用 工具 付 の 百 格 で す 。 上 価格 に は オプ ジョー 人格 ば は 含ま れ て いま せん 。 計 人 険 有 全く 消 代筆 折 な どの 用 は 人 申し 生け さす 。 軒 ア ルフ ァ ー ド バハ 
サリ 2 ド * エ デ ォ ション: サイ ドリ フト アッ プシ ジー ト 盾 車 "お よ ぴ アル ファ ニ ド ハ イブ ルッ ド ドサ イド リフ ト デ ッ ジジ ー ト 財 着 " の 滑 は 人 と たり)、 メ ー カ ー 奉 | 末 格 は 消 代 近 の 価格 と を ます 。 還 ポ ディ ラー お よび 内 所 け 提 印 刷 イ シキ の 央 人 て 実 の 
名 と は 穫 な っ て 見 える こと が あり ます 


BODY COLOR & SEAT MATERIAL 


ボワ イト パー ルク リス タル シャ イン (070) 


シル パー メタ リッ ク 1F7) 


プラッタ マイ (2097 


ライ ト オ リー ブ ャ イカ メタ リッ ク 


ベー ルプ ルー マイ カメ タリ テク (BR0> 


量り サイ クル 法 の 手 行 に より 、 下 殖 の リサ イク ル 科 全 が 別人 必要 と な り ます 
リサ イタ ル 料 金 表 ( 単 人: 円 ) 


リウ イクル 参 放 人 記 5 
フロ ン 類 料金 情報 管理 料金 


2.050 299 


お を 商品 束 と し て 陣 す 重 人 ) は 、 率 本 と リサ イタ ル 
舞い 本 売店 に 


り 、 リ サイ ウル 血 放 9 


国史 仙 に コメ ー か ーション (xen 


トヨ タ アル ファ ー ド ハイ ブリ ッ ド 主要 装備 一 覧 表 


トヨ タ アル ファ ー ド ハイ ブリ ッ ド 主要 請 元 表 


Do GDP 8 5 RRB で アル アー 
の フープ G エ デア で エ デ セ Ri21 ア 2 リボ リフ トップ シー ト 技 
PH 話 75l 7 人 委 EE3I EN 本 天 梨 9 ES IM ZS3 
量り - メ カニ ズム 遇 東 誠人 中 2 
205/ISRIG 95H ス ナー ル ラ ジテ ル タ イ Ti6765J ア ルミ ミイ ー ル 62 ライ サー( フ p ッ ト う 4 邊 アス クア レ ー+0 フ レー キ 芝 3 面 NLATHNOTY TRGDG 和 | DAAATHIOWPRXGHN 到 | DAALATHIOWHFRNGB 棄 | DANATHIOWPFNGEH 
BCB( 和 寺本 プレ ー キ シス テ ろ ) 2 スペ 7 タイ YKTISS770D1727TR ス ナー ル ま イー いり EED EDRaEal j Em - 2050 3000 2G0 
SC セー タク と - フ タビ リティ コン トロール ) を TRC (122 シ ョ シコ ント ロー が (時 AS アッ ロッ ク ブ レー キジ 4 ESTES3l F 2450 5 Em 45 
邊 本 
オー トー リン 本) で フロ ント フォ ケラ ンプ ウッ シャ ー 務 時 区 フロ 
Fi シト 困 欠 ウイ バー 條 りや 間欠 ワイ バー 代り キウイ ンド ウデ 同上 Ccz: 本 (CVT)、 衣 6 ルプ タイ ング 
ラップ 付 り ヤ 2k イ フォ ッ ー( タ イマ ー 付 ) の り ヤ コン ピ ネ ーション ラ ンプ 人 人 
合わ せ ) 重り モコ ンカ ラー ド 『 ア ミラ ーー イン クリ テリ シップ Fm 8 
3 ロッ トク ォ ー タ ー ルー ミラ ー ツ ウイ ギュ ー)% 人 訪 識 セナ ー ミ ラー 例 カ ラー mm RE 思 
コロ ント サイ (所 中 Fty シ ャ ー フ ズレ mm 1S55 
フラ イシ ー が ラス (リサ イド = り ヤ クォータ ー ツ セク ドア リ ホィール ペー ズ mml Em 
ルポ 四 mm 1so 
を mm 1550 
デット サ イト アッ キバン ドル 攻 上 間 gm 厨 
アイ ンー シル ー フ (コッ トイ 和み タルー# け 2 Ei 四 mm ED 
ERR 軸 am 1385 
デュ フル バウ ー ス ライ ドド 折返 る デュ テル スライド ド テ イー ジー タロー ザー ロー ウイ ン 本 pm EE 
パワー バック ド ア ( 折 み 込 防止 機能 サモ コン スイ ッ チ 付 ) ウ ( 失 み 込み 防 上 械 索 ・ オ ー ト アッ プ 械 能 ・ キ ーOFF 擬 東上 加 gd 四 [ 1 き 加 
フック ドア イー ジー タロ ー ザ ー 作 明科 人) 伸 フ ェ ー エ ルリ ッ ド オー プ ナ ー (インター ロッ LEHZ2 
ワイ や スマ を チコ ント ロー ル ( キ ーー 作 理 い ザー ドア サーZfy9+ プ ザー 人 2 夫 パ y ク ドブ アット サ イド ハン ドル 介 ナ ルト ステ 3 3AZFSE 
エー シモ ニタ リシア シス テム アリ ング 電 中 計 み 5 パ ー キ ッ グ アレー キ 伸 デ ジテ プ ッシュ RE 区 作 侍 DOBC 
イタ ンス 疹 能 付 カ 5 R 式 ヒ ー タ ー コ ント ロー ル パ バネ ル (フロ ンド リヤ) 外気 温度 内 他 * 和 | sm EE 
Pig 計 介 アジ タル クロック 下 半 シ ー ト ペル ト 拓 下 本 
は 肖 打 ( 蘭 式 ・ プ ザー 仕 ) 介 ラブ 消し 守れ ウー 本 g 269 
リテラ シネ ツナ ー ま パッ ング ( プ ザ ー) 人 キー 抜き 師 れ ウォ ー ニ ング ( プ ザ ー) EEHUDEG253 ENPSDZcam S6(is) sn 
内 クリ アラ ンス ン ナー ワッ クソ ナー レス @ フ ュー エル 多 計 ウォ ー ニ ング 人 ドウ ォ ー ニ ング コン EPRDZ そ の 53 Tam Nerm) rpm 190e3) 7 4000 
エー ター タル ー メ コント ロー ル ライ トラ イト 邊 果 - 消 肛 シ スタ) 坊 目 シネ テ EEHUHERII FTC 下 前 風 昌 半 ] 
ルーズ コ トロール よ ( エ ッ ジン イモ ピラ イザ ー シ メ ス ) [上 寺家 省 可 電 幸 タ ンタ H gm 
ティト ロ シ メ ー タ ー[ 了 春 計 ノー ター 圧 コ ジン トロール) Ei 手間 し レギュラー ガ ッ リン 
マチ イン フォ メー ジョン 栓 人 還 Z ロ z ト モー ター 
PS 電動 画 ウー スチ テリング) 3 JE 
1 本 スポー クス テア リ シグ ホイ ー ル & ダ ゲー ト 式 シ フト レバ ー を ノブ 季 EDU 還 
ステ アリ ンダ ズ イ チ 長 商 H カ ZTT 3710000 
st ワー ド Yiy2( 全 キー 才 ア no 人 ア ステム 人 左 大 hz み mrm) rpm. Onaiz 6 一 jo 
ィ ミ ー テ ッ ド ェ ント リー( フ ロン トス dy トシ プ ィ キー 肢 ) LDRg 
ESESEG2 型式 = mw 
RSIZESZ7Zr2525IS 二 の だ IMFS277ZrE2SYil |@ ア ュ テ ル SRS テ ティッ ゲ ( 避 放 - 下 褒 ELR 人 3 EE EHDO 
LE 上 加 &LEL ダ ウン ライ に CS 式 フ ロット シー トペ ルト (プリ テン ショ ナー フォ ー ズ リ ミ ッ Rh POT 15 7 190-3500 
リヤ クォータ ーッ ク ド ア ) 1955 5※5 | 5 5※・・※ ポ | ター 株 析 付 )@ER 介 3 店 式 り ヤシ ー ト ペル ト i セ カン ド 最 た た エル ク Nm (kerm) ZrBmm 108GL0)Z 0-400 
アク サリ ー コ ネッ ター ー ト 圧 用 サー ド シ ー ト 生生 ブ ャ イル ド シ ー ド 曽 し PS 
(NCIDW' 昌 IO0rdzr- 独 セー ツー ルクス (3 村人 ELR 人 2 上 式 シ ー ト ペル ト w7@ っ 店 式 シー トペ ジテ ルポ 
ー ト 舟 度 ( フ ァ アリ ラク ルト (サー ド シ ー ド H 褒 ) 全 フロ ント アジャ スタ ブル ショ ル E 
eZI2Z225BKSEISP2OHEEG ダー ベル ト アン カー 人 アシ メト ダリ ッ プ ( 回 暫 5- 較 定式 間 
エフ テッ タート Ah ー 65G 時 間 ボ 容 ) 
32ー ト ( 和 し 5ー じ マク テー プロ 222 
ンク シー トス ライ ド | ル diy プ ス 介 プ ッシュ オー プン 式 小 柏 ー ス 全 ド マト リム Suer CVT 所 
ラル リタ ライ ニッ ケ テッ ト ( フ ロン NR アメ ライ ボア) 但 ボ し し ホル テー 変 了 CSuper CVT) 硬 和 2396-0.428 
0 式 オ トマ シ 3 届 式 介 ル ー フ ボケ ッ ト 介 カー ド ボ ES 28306 13 
テー スレ スト ( 穫 宮 タス 乾物 人 れ 但し レジ ネ ター ダンバー 仁和 Em 33 Sd7O 
(大 外人 % モ ンタ ー) ジイ ザー (性 庫 パニ テバ ミ ラー を ランプ) 便 フ 2 59 
SOFX 計 チャイルドシート 症 用 バー( 夫 ) ロン トペ ー ソ ナル ラ タン プ ( 間 上 必用 1) 介 リ キャ バー LISTESi 
ミー トッ クボ タッ ト ナル ランプ (セカ ン ポ シー ト 2- サ ー ド シー!2| 人 フッ トン スト ( 之 EE EZ7ZSEzE23 ー 
ラル バー 本 晶 可 す プ ド テー ブレ ] 談 用 (フロ ント 1 シブ 付 ). り Y2( 胎 着 ) すず zzm シ | EE ラッ トコ イル スプ リッ ケ 
Fig5- ト 75 た 人 6hJN ま if ガレ ッ ト ライ ター( 思 人 ) 全 シナ ー ダ リッ プ 付 ソン ク ド ア ト Vy トー ジョ ン ビー ムコ イル アリ ング 
ンダ シー トス ライ ド " フ ルリ クラ 9 介 7pzN ド デイン サ イド メッ キハ ント ル 2 禄 廊 式 回 中 フ レー キ 骨 式 
EE23 ペッ チ レー テ ッ ド デ ィ スク 
bk2 ディ スケ 
EE Femr( 電 包 電 お) 


カプ 
ボル ター - 
シル ー 本 上 責 モ ャ タージ 
3 H テ 
ライド アラ ォ ー タ ー 


ウ - 和 宇 
お プス (アロ ー プ 』 ッ テス 民 - 字 物 ) 
スッ キモ ー ル ネー トブ レー ト 

アッ キッ ァ ク 

3 ライア セリ イド メッ キン ポル 

計 Zsm3 

FT ルナ AV ステ ー ジ シコ 

オー ディ:CD、MHD、ANMPNI ラ ジホ 6 ス ピー カー 

その 人 68 昌 1 ド アイ ネプ レイ ンチ 

iDpz デ 

キー デキ ツレ ルフィー ド 


DD ビデ ーション シス チュ 
オー デ ( 叶 プル フィ ー ド ハイ プッ ド "ライ ブサ 
AM/FM ラ ジオ イナ ログ TV、 サ ウン 

の 3 り 休 デ (スイ レイ ( タ げ 式 ) Ft 全 MCSG-BODK 4LPHHA 広 | 
9487 イ ドア (スプ レイ 
モコ ント ペッ ドキン ジャ ッ タ 21 ブ ッシュ 式 ポ リュ ー ム スイ ッ チ 2) 
エイク ま マイ タテ ッ ブ 還 
BOOK ALPHA Pro 用 DCNN( 半 す ー ビ 尋 弥 へ プ ネ 
と と 

EETCZPZZ7ZTZIB 議 | 

軸 - そ の 他 
衣 要 Bk コン トロ ー ル デュ アル フル オー ト ュ ア コッ (電導 モッ サー 人 
大 和 和 人 支 払い シネ テム ETC ユ ニッ ト (ゼル トイ ンタ イブ 
半 人 ERH 
すく ンー カー オ 5 コ シ > は ご 往時 に 中 し 人 メー カー の 上 拓 で 第 二 る に め 、 ご 和文 は お 生け で まま せん の で 、 ご 了承 (だ きい el 人 鐘 に セッ ト で メー カー オプ ショ と な り ます 。 な 、 り リヤ フグ ラン プ を 生 し た 
胡 人 人 99ー バ ッ = ター| 衣 人 、 プ ライ 2 ポコ ー ナ ー モ ニタ ー 和 計 は り ヤ アッ ダー ミワ ー レ ス 仕 天 こ な る だめ 、 誠 わり ます 43. 抽 ガ タッ ス 本 9 うー セク 條 モニ ター (時 )、 プ ラン コー ナー 
MM ポカ ラー プラ 92 マ 付 20 うる 守 拉 し た 電 人 か プラ 97 と ます 。*5 ポ フィ ー ジ イプ リッ ドラ イプサ 9 ッ ド シス テ 4 と と ッ ト で メー カー オプ ショ と な 9 ます 、 伯 欄 は 7 ル ファ ー ド バイ アリ ッ ドラ イ 7 サリ ッ ド ジス チム の 箇 に 生れ ま す 。 和 内 072 シ スッ サー 半 に | 
人 洪 の 207 ラ シス ツナ ーS7 パ クッ ナー は 半 着 な 0 ます 。475 和 の ガン ポ ター ト 中 央 お 人 ひ モッ ド シ ー ト に 半生 杖 い シ ステム ETC ユ ニット を メー ガー オプ ショ > 所 し た 和合 、 首 部 は せん 。49 オー デ 付 は 人 が 容 で す の 
で BL し い 設定 に 2 いい て は 沈 に お た ずく だ SW10. コ ビー ニッ トロ ーMCD な ど は 再生 で き 人 ない 合 が お り ます 。% 出 アル 2 ァ ー ド イア リッ ドス ー パ ー ラ イプ サッ ンド シス テル 後 上 980 り イド デイ ス ブ シイ 人 は セット で メー カー オプション と 03 す 。%I12 プ レフ ァ ー ド ハゼ リド イプ サッ ンド 
シス チム を ノー カー ネプ ショ > 半 し た 場合 ーー オプ 2 須 折 で きま す 。43 二 で の 介し て 、 キ に り イー 折り 久作 の 旧 上 を 2C お 0 ます 。 ウ イン ド シ ー ル トド デア イリ ー| 朱 、 マ ニュ アル ブイ ドル イプ が ドア ラー は ビー9ー 村 に 人 0: す 。 お 
に は 和 人 和信 0 ます で エ デ 和 ym で で エア ジョ ンー ナイ リト イッ プー ト 計 示 ご サイ 1 フト ザッ シー ト 者 ' は ゲン ー ド 名 和 で は あり ませ ん 。 還 人 他 は ー カ 外人 (人 和 か 0743 企 の 6 の ) で 件 必 で す 。 人 人 NE 
が に 二 め で いす ので . 詳 くけ 名 沈 に お た ずれ くだ きい 。 還 アル ファ ー ド 426 エセ 3 サイ フッ ブ ジー 時 に お ICO7 ル ファ ー ウ プリ 2" サ 7 アッ ブラ ー ト 首座 は とり メー カー 共有 人 必 は の 閣 となり) ます 。 
アナ ログ テレ ビ 入 送 は 201L7 月 に 終了 し 、 地 上 デジ タル テン ピ 放送 に 公 行 し ます 。 アナ ロタ テレ ビ 芝 了 後 は 、 こ の ナビ ゲー ショ ン で は 、 テ レビ を 杭 千 する こと が で き な く な 0 ます 。 地上 デ ヅ タル テレ ゼ 聞 を 拉 する FT 

ンタ レ テ レ ビ 用 半 店 の 私 売 庄 消 オ アシ ョ ン ) が 過 記 人 連なり ます 。 


*1 メ ー カ ー オ プシ ョ ッ と し て アル ファ ー ド ハイ プリッ ド - ス ー パ ー ラ イブ サウ ンド シメ テム で を 疾 着 し た 場合 ( は Okg、 科 0 模 け イド ディ スプ レイ を 閉 し た 二 合 は 10kg、 デ ュ ア ル バ パロ ー メ ライ ドド ア を 半 着 し た 電 谷 は 10km、 パ ワー バッ ク ド プ を 役者 し た 昌 合 は 
10kk ウ イン ムー シル ー プ を 圧着 し た 埼 今 は 30kim、 電 動 カー テン を 放 基 た 場合 に 10kg を れ ぞ 和 れ 替 需 し ます 。 

2 オプション 装着 に Fi 中 時 が 2020kg 1 と な っ た 場合 は 16.ln/ ! と な り ます 。 

3 ツイ ムー シル ー プ を 入 基 し た 用 條 1355mm と な り ます 


3 仁 と ケロ ス 舘 が あり ます 。 「 ダ ロス | は: 
リン 自生 で 的 1594 衝 低い 由 ( 帳 工 億 べ ) と な っ で いま す 。 
大 且 の 員 は 、 生 グ リー シ 税 表 の 症 で すこ 詩 大 時に | 
HTZHIEHSM 回 

ALPHARDT "TBSC'TYSC TECB" TEHPST BEANIS_ "EET GDA "TRC" "TSDF" OPTITRONT Wedleab" は トヨ 2H 車 (株) の 負 拉 で す 
の 洒 近 店 送 下 法 に よる 和民 革 補修 ヨ タ 由 式 社 


信 と ほほ 還 全 件 で 玉 定 し た も の で す 。 じ コ 


ジン で 測定 し た 電 合 、 [キット] は [タロス | よ 員 ガツ 


呈 中 の 没 拉 條 が 受け られ ます (平年 3J131 ま で ) 。 ま た, ご 施 入 り 平 の 自 市 惣 に つい て 地層 が 受け られ ます ( 平 大 ( 草 | 持 で の 新 中 軸 を 


法 関 単 位 /mm) : ア ルフ ァ ー ド ハイ プリ ッ ド "G エ ディ ショ ン " 7 人 乗り 


ーーUO raw 

ジテ ーー 上 人 コメ ー タ ー オ フシ ョ ン r=Yhtetant し ei 

20c0 Sg5 で テー mrーPf プ Jp 

No すり プ ト アッ イシ ー ト 拓 

モー 5 ュー ドット =Fe2 の 7 が ーーー= 

Ei EZ ーー 
ポア ゼラ ー 3 導 際 Ph 
イト パー ルク リス タル シャイ ン 
ラル バー スタ リッ ク 
ラック マ イカ 


ライ ト オ リ ー プ マイ 222 タク 
ペー ル ア ルー マガ メタリック 
還 和 結 ミー カー 基調 (( 消 近 み ) 07 和 5 在 の 上 の) で 上 価格 で す 人 格 は 上 が に 定め くい ます の で 、 計 し く は 各 沈 に お 
テー ドロ アリ 2 ド G エ デ (コン イド フト アッ シー ト 革 お チア ルフ ァ ー ド オア リド" リ イド リッ ト ア ッ プ シー ト 本 の 講和 と な 9、 メ ー カ ー 大 店 人 導き の 価 と な り ます お 


Me/cg カ 


地球 に や さ し く 、 そ し て 何より も 人 に や さ し い 。 
ハイ ブリ ッ ド カー へ も ウェ ルキ ャ ブ を 設定 。 


サイ ドリ フト アッ プシ ー ト 車 (脱着 タイ ブ ) 


プラー は ペー ルプ ルー マイ カメ タリ ッ ク 8RO) オプション 穫 
持ち み 提 鍵 と なり ます 。 詳し くせ 用 カタ ログ ま ど ご覧 くだ 8 い 。 


Photo: ア ル ラ ァ ー ド イプ リッ ド サイ ドリ コト アップ シー ト 還 ( 府 タイプ] 
め ル ファ ー ド ハイ ブリ ッ ド り ェ ル キャ プ は メー カー 完 車 (TECS) 


国 や 地方 自治 体 の 主 な 助成 措置 
人 者 の 自動車 の 央 入 や 運 に 際 し 、 国 や 地方 自治 体 で は 次 の よう 助成 措 置か 意 さ れ て いま す 。 otaorNikhGWE AM に Ns お CE 


是 税 全 度 9 消 虹 の 人 自生 軸 科 の 洒 免 上 生理 税 の 友人 
画 貸 付 ・ 助 成 @ 下 史 の 人 付 自重 直 の 妃 介 有 掛金 の お | 自重 天 技 の @ 車 の 前 了 引 全員 の 交付 修理 


フラレ シャ ャ チッ ラク 
昌和 回 幅 ス ライ ド シ ー ト 還 


TEL045r662.9691 
TELs2-400.8739 
TELo78r3e1616 
フル プラ ザ 広 分 TELO62-501-1222 
ヨタ ハー ト フ ルプ ラ ザ 揚 岡 TEL092-477-8187 


選 0800-700-7700 | [wcs http:/toyota.jp/wslcab ] 


トヨ タ ハ ー ト フル プラ ザ 礼 保 TELC11-611-B739 
@ ト ヨタ ハー ト フ ルプ ラ ザ 仙台 TELC22-776-8738 
@| ヨ タ ハ ー ト フル プラ ザ 千葉 TELC4G-241-1488 
@ ト ヨタ トート フ ルプ 3 サ 千足 TELc43-302-8111 
人 @ ヨ タート フル プラ ザ 齋 京 TELC3-3932.3911 


トヨ タ は 、 お 涼 の 不 自 由 な 方 や 
高生 の 方 が より 選 洒 に 聞 生 
で きる よう 宣 転 や 了 り 降り を 
曹 ける 機能 を 破 備 し た クル マ 


を ウェ ルキ ャ ブシ リー ズ と し て 人 回 い 合わ せ トヨ タ 自重 式 会 社 お 補 柱 家族 セン ター 
ライ シア ッ プ じ で い 吉 お オー ブン > 時間 365 9:00-1800 


For Your Life ーー 暮らし の 中 


私 た ち ト ヨタ に で きる こと 


あな た の カー ライ フ を 応援 し ます 


トヨ タタ サー ビス cz コーEsA リ 一 


委 た ヨロ レン 和 還 ガー クル マ を 倍 り る な ら 


ょ ヨタ OmRn ネ ッ ト ワ ー ッ 


り 太 /- クル マ を 売る な ら ーー 一 


電 良 GAZOO.com 捕 報 サー ビス な ら 」 
| ア 呈 ゴ タレ ジッ トカ ー ド な ら ーー 


携帯 電話 な ら ーー 


[mm 
Le 


TOYOTA 
HOME 


家 を 建て る な ら ナーー 


マリ ン レ ジャ ー な ら 


安心 ・ 快 適 な カー ライ フ の た め に 
| トヨ タ サ ービス カー ド | 

全国 どこ で も 、 あ な た の タル マ を サポ ー 
タル マ の メン テ ナ ッ ス 情 報 を ホネ ッ トワ ー タ 化 


全国 の トヨ タ の お 店 が カー ド で 点検 ・ 整 備 記 録 を 参照 し 、 
引越 し 先 な を ど でも ス 、 1 か つ 的 確 に サポ ー ト し ます 。 


トヨ タ サ ー ゼ ス 


「 そ の 場 で 、 車 検 。」「 保 証 が つく し プラ ン |「10 ミ 
本 広い サー ビス も ご 月 癌 し て いま す 。 


toyota-jp/sfter_service/ 


- レ ンタ カー で 広がる 世界 トヨ タレ ンタ カー 


守 車種 ライ ン アッ プ と 全国 を カバ ー す る ネッ トワ ー タ で 、 
レン タカ ー を 利用 で きま す 。 イン ター ネッ ト か ら の レン タカ ー 平 約 も 簡単 ・ 便 利 。 


wwwtoyori.co.jp/renr/ 


あな た の クル マ を 高く 買い 取る ティ ー・ ア ッ プ 
トヨ タ の 次 心 * 信 頼 を 年 葉 と し た 買取 り ネ ッ ト ワ リー タ 
クル マ に 対す る 確か な 目 を 活か し て 、 メ ー カ ー を 間 わ ず 買 取り いた し ます 。 


wwwrtoyotm.co.jE/t-up/ 


さま ざま な フィ ー ル ド で 応援 し ます 


あな た の 生活 を ナビ ゲー ト す る ガ ズ ー 


“、 き さまざま な 会 員 向け サー ビス を 
トリー ク で す 。 


カー ライ フ に 還 す る こと や ショ ッ ピ ン 
イン ター ネッ ト で 提供 する 、 総 合 情 


gzoorcom 


あな た の 毎日 に 役立つ 一 枚 ティ ー エ ス キュ ー ビ ッ ク カ ー ド 


ドラ イ ビ ピング 、 ファイ ナン シン グ な ど 、 あ な た の ライ フス タイ ル を トー タル サボ: 
た ドイ ント は 、 ト ヨタ の お 店 で お タル マ 過 入 時 な ど に 最大 30 万 円 まで キャ ッシュ バッ タ 可 能 。 


トヨ タ の 販売 店 に ある 携帯 ショ ッ プ ビビ ピッ ト 


au 携帯 電話 、 ぴ ぴっ と フォ ン な どの 通信 商品 、ETC な どの 1TS 商 品 を ラメ ン テ ッ プ 。 
商品 の 部 明か ら ア フタ ー サ ービス まで 、FPiPit ナ ビ ゲ ー タ ー! 宮 門 スタ ッ プ ) が 対応 。 


wwwrpipitnerjp 


家族 の 幸せ を カタ チ に する トヨ タホ ー ム 


きま が 快適 に 問 ち せる 
ト を お 届 呈 し ます 。 


タル 


り で 拉 っ た テク ノロ ジ 」 
な 住ま い を 提供 。 下 


wwwroyomhomercoJjp 


と トヨ タ の 融合 力 
て か ら も 生涯 に わた る サ 』 


マイ ボー ト が あれ ば 海 は も っ と 楽し い トヨ タマ リン 


wwwtoworwco.jP narine 


還 上 記 の サー ビス ・ 品 に つき まし て は 、 一 部 取り 扱い の な い 地域 店 舗 が ご ざい ます 。 


make the style" 


http:/netz.jp 


発 和束 は ゆる や か に 。 エコ ドラ イブ に 心がけ よう この カタ ロダ に 関す る お 間 い 合わ せ は 。 お 近く の デル ファ 


トヨ タ 邊 会 社 お 客人 全国 夫 信 コリー コ ー リ 還 絆 DOD-700770D オー プン 時 韻 385 日 OO-1BDD 語 在 地 〒45| 


本 仕 精 な ら び に 装備 は 予告 な く 変 更 する こと が あり ます 。 (この カタ ログ の 内 営 は 07 年 月 可 在 の も の | ボディ カラ ー お よび げ 内 半 凶 は 属 反 、 印 用 
末 保 前 の た め 再 舌 を 使用 いた し = し た 。 


ドル イブ リド 避 り 払い! 上 売店 また は 下 紀 の お 客体 相 設 セ ンタ ー へ 
IO02 名 古屋 市 中 区 名 耳目 1 0) を 7 一起 田 ビル 中 7 膨 
周作 で 実際 の 色 と は 腹 っ て 見 える こと が あり ます 
NHHVI4DZ08 


